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~科学研究資補助金(試験研究)成果の紹介(機械受霊祭・装置・生産技術)勿
金属工業や化学工業の製造プロセスにおいては，しば
しば高温の液体を取り扱うが，その様に高温液体の粘度
管理は極めて重要である.たとえば鉄鋼・黄鍛の溜涜鋳
迭において液伶fウダーは，鋳裂と鋳片との揮の潤滑お
よび熱伝達媒体などの重要な機能を果たすので，表聞に
傷のない良好な鋳片を得るためには，液体ノfウダーの適
切な粘度管理が不可欠である.このようなことから，国
内外において，低粘度から高粘度にわたる高温液体の粘
度を迂路かつ高精度に測定できる装置の開発か宮まれて
いる.
本訪問では，筆者らが先に開発した振動片粘度計の高
性能化を図ることを目的とした.すなわち①従来，高滋
液体に対して実際上測定が不可能といわれていた数
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mPao s以下の低粘度液体の粘度測定を可能にする，②
小設の(高価な)液体，雰囲気の厳密な制御を必要とす
る液体金属，蒸気圧の高い液件、放射性物質が含まれて
いる液体の粘度測定ができるように，振動片粘度計を小
型化・草者間製に改良するための恭礎的検討を行う，③欧
州共同体(EC)からの依頼に応じ，振動片粘度計を用い
て 0.1~10Paos の液体を対象とする高潟用粘度標準物
質 (SR抗)の粘度測定を行う.
上記の尽的に対して，次の結巣を得た.すなわち① l
~10 mPa・sの低粘度液体に対しても，こと10%程度の綴
度て唄1定できる，②小型化・密閉裂に改良するためのさ基
礎として，容器壁および表面張力について検討した結果，
その見通しが得られた.③本測定値および6箇所の研究
所で行われたECの測定値は， ECの当初の目標であ
ること25%の範囲内で一致した.
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